
様式１（特別支援学校）

【特別支援学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

　

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

※数値目標の数値は、４段階評価

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●児童生徒一人一人のニーズに応じた
指導・支援による確かな学力の定着

●「子どもに応じた適切な授業が行われている」と回答した保護
者の平均が3.2以上
●「個別の指導計画」の作成において、評価の観点一覧表（評価
規準）に照らして、学習評価に取り組んだ」と回答した教職員の平
均が3.2以上

・個別の指導計画の評価規準をもとに授業を計画して、ＰＤ
ＣＡサイクルで取り組む。
・授業の内容を学習計画表や連絡帳で保護者に伝える。
・３観点による学習評価の充実を図るため、学年やクラスで
読み合わせの期間を設定する。 B

・「評価の観点に照らして３観点による学習評価に取り組んだ」と回答した教職員の平均
が3.0
・後期は３観点による評価場面を設定した学習指導案を作成して、適切に学習評価を行
う。また、作成した評価表の読み合わせを丁寧にする。 B

・「子どもに応じた適切な授業が行われている」と回答した保護者の平均が3.5
・「個別の指導計画」の作成において、評価の観点一覧表（評価規準）に照らして、学習
評価に取り組んだ」と回答した教職員の平均が3.1
・どの学部も学年または教科グループで３観点による評価場面を設定した学習指導案を
作成し学習評価を行い、評価表の読み合わせを行った。
・観点の観点一覧表（評価規準）を修正し、３観点による学習評価の充実を図る。

B

・子どもに応じた授業が行われていると思う。３観点評価になり、以前よりわかりやすくなった。
・個別での対応が丁寧に行われていると思います。
・児童生徒の様々な特性がある中で、意欲的に学習できるような工夫がたくさんされていると感じ
た。

（教務部・各学部）

○新学習指導要領に対応した学習活
動の充実

○「子どもにとって「わかる授業」、「楽しい授業」が展開されてい
る」と回答した保護者の平均が3.2。
○「育成すべき資質能力の3つの柱である「知識及び技能」「思
考・判断・表現等」「学びに向かう力、人間性」に沿って授業づくり
に取り組んだ」と回答した教職員の平均が3.0以上

・評価の観点一覧表を活用し、後期の授業づくりに取り組
む。
・小学部は学年別グループ、中学部・高等部は教科別グ
ループに分かれ、教職員間でアイディアを出し合いながら、
単元の指導略案を作成する。

A

・「評価の観点一覧表から、子どもたちの学習内容や活動を考えた」と回答した教職員の
平均が3.0
・後期の評価の観点による授業づくりや一覧表の修正を行っていく。

A

・お子様にとって「わかる授業」、「楽しい授業」が展開されていると回答した保護者の平
均が3.4
・評価の観点一覧表から、子どもたちの学習内容や活動を考えたと回答した教職員の平
均が3.2
・評価の観点一覧表を活用した授業づくりを行うことで、学習指導要領を意識した授業づ
くりを行うことができた。指導のポイントが絞りやすくなり、児童生徒の学びの機会が広
がった。
・観点の文言、段階の分け方については、今後再検討する必要がある。現在使用してい
るA～Dの4段階では、生徒の実態に合わず評価が難しい場合もあった。

A

・子供にとって「わかる授業」「楽しい授業」は学力の向上につながっていると思う。ポイントを絞っ
て授業内容を工夫されている。
・先生方は、子供にあわせた授業をしてくれていると思います。
・座学を実際の経験によって本物の学びに変えていく工夫がなされており、小中高それぞれにす
ばらしい。

（教育研究部）

○児童生徒、保護者のニーズに応じた
進路指導の充実と社会生活を送るため
の力をつける教育の推進

○「ニーズに応じた進路情報を提供している」と回答した保護者の
平均が3.4以上
○「社会生活に必要な力をつけるための教育に努めている」と回
答した教職員の平均が3.1以上

・学部別に保護者への進路講話や進路だよりなどの情報提
供のための資料の充実を図る。
・キャリアパスポートの活用状況を確認し、担当職員で
フィードバックする場を設ける。 B

・「社会生活に必要な力をつけるための教育に努めている」と回答した教職員の平均が
3.0
・後期は授業や各種研修を通じて、社会生活に必要な力をつける教育について共通理
解を深める。 B

・「社会生活に必要な力をつけるための教育に努めている」と回答した教職員の平均が
2.9
・「社会生活に必要な力をつけるための教育」が特別な学習活動と誤解している教職員
が多くいる。「進路パンフレット」を活用するなどの方法で、子どもたちの日々の学習で身
につける力が、将来の社会生活を送る力につながるという意識を定着させたい。 B

・「社会生活に必要な力をつけるための教育」とは何か。共通認識をもって指導していただけると
ありがたい。
・進路パンフレットはもっと評価されるべき。また、進路だよりで常時有益な情報を発信していただ
き感謝している。
・進路だよりや進路パンフレットは、福祉サービス、就労など役立つ内容を分かりやすく掲載され
ていた。

（進路指導部）

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

●「心の教育活動や生命を尊重する活動など道徳性を高める教
育に取り組むことができた」と答えた教職員の平均が3.0以上

・人権に関する研修を年1回以上実施する。
・「特別の教科　道徳」に関する研修資料を配布する。

C

・「児童生徒の道徳性を高める指導に取り組んだ」と回答した教職員の平均が2.9
・後期は、「個別の指導計画」に示した「特別の教科　道徳」の観点に沿った内容を各教
科等を合わせた授業の中で行う。

A

・「児童生徒の道徳性を高める指導に取り組んだ」と回答した教職員の平均が3.0
・小・中学校の道徳の資料を活用したり、動画や写真を利用した教材を作成したりして授
業を行った。

A

・道徳とは大人からしてもむずかしいこと。教えることはとても大変だと感じた。
・道徳の時間を設定されたことで、相手の気持ちを考えることができるようになってきた。授業の
中で動画や写真で分かりやすく伝えて、工夫されているからだと思う。
・普段の生活で教えて、少しずつ身に付けていく程度でいいと個人的には思っています。教科に
なったとしても、知的障害の重度の子には無理なところもあると思います。

（各学部・生活指導
部）

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

●「年２回以上のアンケートで、いじめの早期発見や未然防止に
努めている」と回答した保護者の平均が3.1以上
●「生徒観察や情報共有を丁寧に行い、いじめの覚知や認知を
迅速に行い、組織的に対応できている」と回答した教職員の平均
が3.0以上

・「いじめ」についての研修を年1回以上行い、職員の意識
改革を図る。
・学年会や学部会等で生徒の情報交換を積極的に行い、職
員間で未然にトラブルを防ぐ手立て等の共通理解を図る。 A

・「いじめ防止等について、組織的対応ができている」と回答した教職員の平均が3.2
・いじめ対応に係る校内職員研修は、ほぼすべての職員が受講した。
・後期は学部会や分掌部会、各種研修会等を利用し、いじめの定義について再度説明
や確認を行い、引き続き共通理解を図る。 A

・「いじめ防止等について、組織的対応ができている」と回答した教職員の平均が3.1。中
間評価より若干下がったが、当初の成果目標は達成できた。
・「いじめの定義」の定着が進み、いじめの覚知・認知件数も増え、確実に早期対応がで
きている。また、年2回のアンケート回収に関しても、担任から保護者への呼び掛けを積
極的に行い、学校と保護者で協力していじめ対応の取り組みができている。 A

・いじめ問題は何年たっても難しい課題。まとめようがない。
・年２回のアンケートを含め、学校と保護者が協力し、いじめの早期発見の取り組みはできている
と思う。
・少しのトラブルでも早く先生が動いてくれていると思うので、大ごとにならずに済んでいると思い
ます。

（生活指導部）

◎児童生徒が夢や希望をもち、将来の
自立と社会参加に向けて意欲的に取り
組もうとするための教育活動

◎「児童生徒の希望や状況等に応じたキャリア教育及び職業教
育ができている」と回答した保護者の平均が3.2以上
◎「キャリアパスポートを活用して授業を実施した」と回答した教
職員の平均が3.2以上

・児童生徒自身が入学から卒業までの学習を見通し、振り
返るとともに、将来への展望を図るキャリアパスポートの活
用を全学年で取り組む。 B

・「計画的にキャリアパスポートを活用した授業を行った」と回答した教職員の平均が2.9
・後期は、特別活動や総合的な学習（探求）の時間の授業の中でキャリアパスポートを活
用する授業を具体的に設定し、確実に活用するようにする。また、パスポートの様式や使
い方を改善していく。 B

・「計画的にキャリアパスポートを活用した授業を行った」と回答した教職員の平均が3.0
・学部によって評価が異なった。項目によって記入が難しい内容もあるので子どもに応じ
たパスポートに改善を図っていく必要がある。 B

・キャリアパスポートを活用することで、自分から取り組もうとする力が育っていると思う。
・子供のがんばりや取り組みを知ることができて有り難いツールです。一律には利用できない難し
さもある。 （進路指導部・各学

部）

●「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

●「健康に食事は大切である」と考える保護者と児童生徒3.2以上 ・特別活動、保健体育などの授業や給食指導等における食
に関する指導支援の充実を図る。
・給食だより、保健だより、学年だより等で保護者への啓発
を行う。
・健康診断結果をもとにハイリスクの児童生徒には個に応じ
た食に関する保健指導を行う。
・児童生徒へのアンケートを実施する。

A

・「給食や授業等の指導支援の中で、食事が健康に大切であることを伝えた」と回答した
教職員の平均は3.2。
・後期は食に関する指導の授業例の紹介や栄養教諭による授業実践等を増やし、指導
の充実を図る。また、児童生徒へのアンケート（意識調査、リクエストメニュー）を実施し、
食への関心を高める。

B

・「お子さまには、食事は健康に大切であるという意識が以前より高まっている（芽生えて
きている）」と回答した保護者の平均は3.2から3.1へダウン。児童生徒へのアンケート調
査では85.5%で、保護者と児童生徒に相違が見られた。学校では授業や給食等通して、
以前より食に関する指導の充実が図られているが、今後は家庭との連携もさらに強化し
ていきたい。

B

・家庭科で自分で料理を作って食べて食材の大切さを十分理解していた。楽しんで学ぶにはよ
い。
・食への関心は、学年が上がるにつれて高まっている。給食を通して、子供と食について話す機
会も増えた。
・給食もおいしいので子供たちも嬉しいと思います。
・大和の給食は素晴らしく感謝しかないです。偏食が大幅に改善された。
・食に対して保護者の知識が向上すればよいので、保護者向けの食の講座など検討してほし
い。
・「給食はおいしい」とほとんどの子が回答していて素敵だなと思った。

（保健環境部）

○感染症の予防対策の徹底 ○「新型コロナウイルスやインフルエンザ等の感染症予防につい
て、児童生徒への指導支援に努めた」と回答した保護者と職員の
平均が3.0以上

・感染症予防の対策について、児童生徒、職員に周知を図
る。
・家庭と連携し、児童生徒の健康状態の把握に努める。
・日常生活や特別活動、保健体育などの授業において、感
染症予防の指導支援に努める。
・保健だより、学年だより等で保護者への啓発を行う。

A

・「児童生徒の健康に気を配り、児童生徒の実態に応じた感染症の予防に努めた」と回
答した教職員の平均は3.3。
・昨年からの感染症対策に加え、登校直後の検温実施や消毒の設置、ハンドソープや除
菌シートの配付などを行った。引き続き感染症予防対策を行っていく。
・保護者から「学校の感染症対策はどんなことをしているのか」という意見があった。学校
の取り組みを家庭に発信し、家庭との連携をさらに図っていく。

A

・「感染症の予防に努めた」と回答した教職員の平均は3.3。「本校は児童生徒の実態に
応じた感染症予防対策を行っている」と回答した保護者は3.4とダウン。オミクロン株によ
る感染が県内でも爆発的に広がったことで、保護者の不安も大きくなったのではないか
と推測される。今後も引き続き、感染対策を行いながら、保護者へも情報発信と啓発を
行っていきたい。 A

・学校のような生徒がたくさんいる場所での感染症対策はとても大変なことです。早くいつも通り
の生活に戻ってほしい。
・児童生徒の実態に応じた無理のない感染症予防対策がとられていると思う。
・マスクが苦手な子供もいるので、難しいですね。
・オミクロン株は早く５類以下に落とすべき。従来のインフルエンザやRSウイルス以下のものにし
て、いつまでも隔離措置をすることは難しい。マスクもやめていいと思います。

（保健環境部）

●地域支援

●効果的な地域支援に向けた特別支
援学校のセンター的機能の充実

●「支援部だよりが役に立った」と回答した地域の学校の平均が
3.2以上
●「支援部だよりに掲載する教材教具などの資料を提供して、地
域支援に貢献した」と回答した職員の平均が3.2以上

・支援部だよりを学期に一度発行し、3回目にアンケートを
行う。
・各クラスから、年に1回程度、支援部だよりに掲載する資
料を提供してもらうよう計画し、依頼する。 C

・「支援部だよりに掲載する教材教具などの資料を提供して地域支援に貢献した」と回答
した職員の平均が2.5。これまでは、「支援部だより」に携わった職員が限定されていた
が、３号が発行される頃には、学級担任の全てが携わることになるため、意識が高くなる
ことが期待される。
・今年度から新しい取り組みを始めたので、先生方に浸透するのに時間を要している。 B

・目標達成には至らなかったが、地域支援の一翼を担っているという意識は徐々に上
がってきていると思われる。今回、寄宿舎職員の意識の低さについては今後「支援部だ
より」に寄宿舎の情報を載せることで上がっていくのではないかと考えている。
・地域の諸学校からは「支援部だより」が役に立ったという多くの声をいただいたが、期
待が大きいことからさらに内容を充実させていきたいと思う。 B

・支援部だよりとても分かりやすく情報提供をされている。
・支援部だよりに掲載されている教具などの資料提供はとても役に立っていると思う。必要な保
護者にも提供していただけると助かるのではないでしょうか。
・地域の学校と協力し合って教育を向上させることはいいことだと思います。
・小学部の時は、地元の小学校と交流し、大和の教師の対応を直に見てもらうことで、特別支援
学級の子だけでなく、先生方にも良い影響を与えたと思っています。

（教育支援部）

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵守す
る。
●「時間外自発時間の１月の平均時間を４５時間以内に抑えた」
と回答した職員の平均が3.3以上

・定時退勤日の厳守
・１７時以降の会議や打ち合わせの禁止
・会議の終了時間を設定
・週末の年休取得の推進
・行事の精選

A

・「時間外自発時間の１月の平均時間を４５時間以内に抑えた」と回答した職員の平均が
3.5。４～９月の時間外自発時間の平均は14時間31分で目標は達成できている。また、行
事等の精選により、業務の効率化は進んでいる。 A

・業務の効率化を図り、年休取得等の促進を行ったところ、4～12月までの時間外自発勤
務時間の平均は25時間6分となり、目標の45時間以内に抑えることができ、目標を達成
した。 A

・先生方の心身の健康を考えると時間外勤務が抑えられて良かったと思う。今後も業務の効率化
を進めてほしい。
・先生方も休めるときは休んでほしいです。
・体調不良、妊娠出産等スムーズに休みがとれるバックアップ体制が大事だと思います。

（管理職　教頭）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○学校経営方針

○教育目標に即した教育の実践 ○「本校に入学させてよかった」と回答した保護者の平均が3.5以
上

・子どもや保護者の気持ちを受け止めて、子どもが今日の
学び・学校生活に満足し、明日の学び・学校生活を期待す
る授業づくりを行う。

A

・「本校に入学させてよかった」と回答した保護者の平均が3.8。引き続き、子どもが今日
の学びに満足し、明日の学びを期待する授業づくりを行っていく。

A

・「本校に入学させてよかった」と回答した保護者の平均が3.8。保護者の満足度は高い。

A

・コロナで参観などができず学校での様子が見られないのが残念だったが、連絡帳などでのやり
取りで分かるので、安心して通わせることができている。
・本校に入学させて良かったとほとんどの保護者は感じていると思う。
・相談の窓口がいくつもある。素早く丁寧な対応素晴らしい。
・個々の児童生徒に応じた支援が子供たちの安心感、保護者の満足につながっていると思う。

（管理職　副校長）

○教職員の専門性の向上

〇カリキュラムマネジメントによる教育
課程の推進

○「個々の子どもの学びを考えて授業を計画した」と答えた職員
の平均が3.0以上

・カリキュラム委員会を充実し、小中高が一貫した学びにつ
ながる教育課程の編成に努める。

A

・「チームで協力して授業づくりを行い授業改善に取り組んだ」と回答した教職員の平均
が3.2。
・後期も来年度のカリキュラムを充実させるため教育課程の検討を継続する。 A

・「チームで協力して授業づくりを行い授業改善に取り組んだ」と回答した教職員の平均が3.3
・今年度は、各教科の内容を習得できるように教育課程の見直しを行った。次年度も改善を推進
する。

A

・チームで協力して、よりよい授業づくりをされていると思う。
・チームで協力することが、何よりの授業改善になると思います。
・アンケートの送信が二重承認で面倒くさくて回答を見送った保護者も一定数いると思うが、ペー
パーレスでの取り組みは、今後も続けてほしい。

（教務部・各学部）

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・１１項目中A評価が７項目、B評価が５項目、C評価が０項目で昨年度より改善した。課題を整理して次年度の改善策を検討していく必要がある。
・「教育目標に即した教育の実践」について「本校に入学させてよかった」と回答した保護者の評価は3.8と高かった。今後も教育目標の達成を目指し、保護者から信頼される学校づくりを行っていく。
・「業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減」の評価は3.6と目標を達成することができた。次年度も行事等の精選や業務の効率化を推進していく。
・「いじめの早期発見、早期対応体制の充実」については、いじめ事案を確実に報告したり、職員研修を実施したりしていじめへの理解が深まった。学校全体でいじめの未然防止と早期発見に努めていく。
・「カリキュラムマネジメントによる教育課程の推進」については、年間5回のカリキュラム委員会を実施し、小中校が一貫した学びについて検討した。次年度の教育課程に反映していく。
用した授業づくりに取り組んだ。このことは学習指導要領を意識した授業づくりにつなげることができている。今後も授業づくりと学習評価の充実を図っていく。
・「児童生徒が、豊かな心を身に付ける教育活動」については、めざす子ども像の達成を目指して道徳性を高める教育活動を行ってきた。小・中学校の道徳の資料を活用したり、動画や写真を利
・「新学習指導要領に対応した学習活動の充実」については、評価の観点一覧表を活用した授業づくりを行うことで、学習指導要領の各教科の内容をおさえることを意識できた。次年度は、本年度と同じく授業づくりを行うとともに、単元計画や評価計画について充実を図っていく。
・「感染症予防対策の徹底」については、オミクロン株による感染が県内でも増えたことで保護者の不安も多くくなった。今後も引き続き感染対策を行い、情報発信を行っていく。
・「児童生徒が夢や希望を持ち、将来の自立と社会参加に向けて意欲的に取り組もうとするための教育活動」については、全学年でキャリヤパスポート（ポートフォリオ）の活用を図ってきたが、学部によって評価が異なった。項目によって記入が難しい内容もあるので子どもに応じたパスポートに改善を図っていく必要がある。
・「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成」については、アンケートの結果からは児童生徒と保護者に相違が見られた。今後は家庭との連携を強化していく。
・「児童生徒、保護者のニーズに応じた進路指導の充実と社会生活を送るための力をつける教育の推進」については、進路パンフレットの改訂や進路だよりにより情報提供を行った。職員には、日々の授業の中で身に付けた力が将来の社会生活を送る力になるという意識を定着させていく。
・「効果的な地域支援に向けた特別支援学校のセンター的機能の充実」については、支援部だよりを年３回発行したことで地域の学校からの期待は高く、今後も充実を図っていく。

主な担当者
重点取組

具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●健康・体つくり

２　学校教育目標
「たくましく自立し、積極的に社会に参加する人間の育成」

・子ども一人一人のニーズに応じた最適な対応に努めることにより、子どもが自分の力を発揮しながら自立的・主体的に取り組む姿を実現し、将来の自立的・主体的な地域生活へつなげていく。

３　本年度の重点目標

①　新学習指導要領へ対応した授業づくりと授業改善を図る。

②　カリキュラムマネジメントを推進し、教育課程を検討する。

③　職員の意識改革や学校の業務改善等を行い、働き方改革を推進する。

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者重点取組

具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立大和特別支援学校

１　前年度

　　評価結果の概要

前年度は１１項目中A評価が３項目、B評価が３項目、C評価が５項目で評価項目によって差が見られた。Cの評価項目について改善を図っていく必要がある。

・「教育目標に即した教育の実践」「いじめの早期発見、早期対応体制の充実」「業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減」については大きく改善した。働き方改革については引き続き改善を図っていく必要がある。

・「児童生徒、保護者のニーズに応じた進路指導の充実」「特別支援教育に係る専門性の向上」「新学習指導要領に対応した学習活動の充実」「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成」「効果的な地域支援に向けた特別支援学校のセンター的機能の充実」について目標の成果に達することができなかった。


